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運動の期間 :令和 8年 4月 6日 (月 )～ 15日 (水 )
～運 動 の重 点 ～

1 週宇路・ 生活道鵬 におけることもを始めとする歩行者の安全確保
横断歩道 を渡 る際は、運転者 に対 して横断す る意思 を明確 に伝 え

安全を確認 してか ら横断 しま しょう。

また、停止 した車両の運転者 に会釈 をす るな ど、感謝の持ちを伝 え

ま しょう。

2 『なが らスマホ」の根絶や歩行者優先等の安全運転意識の向上
「歩 きなが ら」「自転車に乗 りなが ら」「車 を運転 しなが ら」の「な

が らスマホ」 は周囲への注意力が散漫 にな り重大事故 につなが りま

す。危険ですか ら絶対にやめま しょう。

3 自転車・ 特定小型原動機付 自転車の交通ル ールの理解・ 遵守の徹底
4月 1日 か ら自転車の交通違反 に反則通告制度 (青 切 符 )が 適用 さ
れ ます。

自転車 に乗 る ときは、交通 ルール を守 り、ヘルメ ッ トを着用 しま

しょう。

SNS奎選難けて進どもたち
が懺:数書響|こ裁ってヽヽ意す

摂ヽ)の条餞奉闘鶴鱚襲膚弯會(動醸～
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SNSを通じて仲良くなった女反達と
写真のやりとりをしていたが、実は相

手が男性で送った画像等をもとに脅迫

された。

【例 2】

SNSに 「家出したい」等と書き込
んだら、親切そうな人が「ウチくる ?」

と連絡してくれたが、その人を頼って

家出したら監禁され性被害に遭った。

I家族で考えるスマホの′ι―′ι I
・1日人を特定される情報憾書き込審ない
。知らなιl人こメッセージ等の交換をしな

`1・他人の:D、 ′ヾスr7-ドを勝手に使わない
。下着響や裸の写裏を撮らない、撮らせない
。□ったここがあれ:ず必ず保護者に相談する
。利用料金や利用時間を決める
。′ι―′ιを守れなかった時のん―′ιを決める

春の行楽期における水難事故

と山岳遭難の防止

O 海や川でのレジャーを安全に楽 しむために
和歌山県内では、令和7年 4月 ～6月 中 |こ 水の事故が7件

発生しました 主に魚釣 り、サーフィン、水遊び中の事
IIi支
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。事前に気象状況を確認し、悪天候時惨無理をしない。

・飲酒時や体調不良時には海や‖1に近づかない。

・ライフジャケットを着用する。

・すべιlやすい足場に注意する。

・子供から目を離さない。
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釉饉

○ 山でのレジャーを安全で快通に楽しむたりに
和歌山県内では、令和7年中に山での遭難が18件発生しま

した。目的別では、ハイキング2件、観光14件、山菜採り2件と

なつており、山への備えが十分でない状態での遭難が多くなっ

ています。

・無理のない計画を立てる。

・必要な装備や食11響を確実に構行する。

・事前に気象状況を確認し、悪天候時Iオ無理をしない。

ずイ電緊
lili‐

:11:||lilillllllllllil),、

い 。

L・ 山■ を管館」る盤轟府腱書 fE「書 111居 1ル燥 中歯る   」



4ι

広 報

う
た
世
有田湯浅警察署
I[164-0110

辰ヶ浜警察官
駐在所
下出智哉

‐
′千
勝
一

二
↓
　
Ｑ
■
〓

ヽ
　
　
　
　
・　
，
　
＾

′

ヽ
ヽ

　

ｒ

　

　

一

′

靱
熱
輔
榊
螂

瞼

「

運動の期間 :令和8年 4月 6日 (月 )～ 15日 (水 )
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駅
の
駐
輸
場
で
の
自
転
車
の
鍵
掛
け
に
つ
い
て

新
年
度
が
始
ま
り
、
４
月
か
ら
通
勤
や
通
学
の
た
め
箕
島
駅
や
学
校

職
場
近
＜
の
駅
を
利
用
し
始
め
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

駅
の
駐
輪
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ま
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る
自
転
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の
大
部
分
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０
％
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で
す
。
駐
め
る
時
は
毎
回
必
ず
鍵
を
掛
け
て
＜
だ
さ
い
。

ま
た
、
異
な
る
鍵
を
２
つ
以
上
使
用
す
る

「
ツ
ー

ロ
ツ
ク
」
は
盗
難
防
止
に
有
効
で
す
の
で
、
通
常
の

施
錠
に
プ
ラ
ス
し
て
チ
ェ
ー
ン
ロ
ツ
ク
や
ワ
イ
ヤ
ー

ロ
ツ
ク
も
施
す
よ
う
に
し
て
＜
だ
さ
い
。

当署管内の一部の交番・駐在所に

ネットワークカメラを導入予定です。
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★主な機能★
・ ネットワークカメラにより、来訪者や
交番・駐在所の映像を警察署等の警察官
が確認できます。

・ 交番・駐在所に設置されたマイクとス
ピーカーにより、警察署の警察官と音声
でのやりとりができます。
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